
 

 森町図書館  

 

北海道の自治体名で唯一「町」が「ちょう」ではなく「まち」の森町。札幌から函館に向

かう特急「北斗」で約 3 時間。人口は 13,200 人ほど。森駅に到着したら「いかめし」食

べたくなります。 

駅構内の跨線橋からの景色はとにかく美しいです。左手に噴火湾（内浦湾）。正面に駒ヶ

岳（1131m）を望むことができます。森町は駒ヶ岳を 270 度囲み、場所によって山の形

が異なって見えるのが特徴。函館まで特急で向かうなら、是非進行方向左側の座席に座り、

変化する駒ヶ岳の風景を眺めて欲しいです。なお、活火山なので 900m ほどまでしか登山

できません。札幌丘珠空港から函館に向かうと駒ヶ岳の火口を上空から見ることができます。 

 

静岡県にも「森町」（もりまち）があり、友好町として交流しています。 

森という地名について諸説ありますが、いつものように『角川日本地名大辞典』によると、

「当地は海岸より樹木の繁る所なので、古くはアイヌ語でオニウシ（樹木の繁る所の意）と

呼ばれ、和人が住居するようになってから、オニウシを意訳して森という地名になったとい

う。」 

 

道南地方は「北海道」と呼ばれる前からの歴史が各地にあります。森町も例外ではありま

せん。1738 （元文３）年、八代将軍徳川吉宗の時代、鷲ノ木（わしのき）地区が本村とな

り村落を形成します。1800 （寛政 12）年、幕府はここを和人地と定め村落の独立を認め

ました。1858 （安政 5）年、「村」に昇格、鷲ノ木村となり、これを機に支郷であった森、

尾白内（おしろない）は鷲ノ木村より独立を許可され、森村、尾白内村が成立しました。 

1868 （明治元）年、榎本武揚が軍艦 8 隻に兵士約 2000 - 3000 人を率いて鷲の木村

に上陸。土方歳三と大鳥圭介を各隊長とした 2 隊に分かれて、一路函館を目指すはじめの

一歩となった箱館戦争の火蓋が切られた場所です。 

1889 （明治 22）年、現在の森町周辺の 6 つの村が 1 つの役場を持ち、後の 1902 （明

治 35）年に合併して森村となり、1921（大正 10）年に町制が施行されて森町が誕生し

ました。 

1961 （昭和 36）年 10 月、森町大火によって町内中心部がほとんど全焼。2005 （平

成 17）年、隣の砂原（さわら）町と合併して現在に至ります。 

 

歴史、大自然とコンテンツの豊富な森町はどのような図書館でしょうか？森駅から徒歩

10 分もかかりません。蔵書は約 5 万冊、うち児童書は 1 万 5 千冊ほど。1963 （昭和 38）



年、NTT 森ビル（民間ビル）地上 4 階の 1 階半分ほどが図書館になっています。つまり図

書館のための建物でないために制約も多く、閉架書庫が食事など休憩室にもなっています。

近年大掛かりな除籍作業も行い、一時期は書架の上、つまり天井まで本を積んであったそう

です。そこで利用向上や耐震強化などを目的として、老朽化している町役場と複合化による

新施設の準備に入っています。 

合併した砂原地区には公民館に図書室があり、公民館職員が業務管理を行っています。 

公民館図書室は図書館ではなく「公民館」という扱いになっています。「公民館」「コミュ

ニティーセンター」そして「図書館」と、それぞれ法律が異なるので管理運営が大変だよな

といつも感じます。砂原は森駅からのバスは週に 2 日、1 日あたり２往復の運行なので、

スケジュールを誤るととんでもないことになります。 

 

森町図書館では「移動図書配本」という独自事業を行っています。町内の小学校、保育所、

幼稚園、学童などをはじめとする施設のうち、森町図書館から遠隔地にある施設に、１カ月

に１度蔵書を配本する事業。配本した蔵書は施設から、その施設の利用者に貸出されます。

各施設概ね６０冊ずつの本を、図書館職員が選書・貸出処理して配本し、翌月新しい本を配

本する際に先月配本した本を回収します。移動図書館を所有していないので、この様な方法

を取ったそうです。 

 

兎にも角にも、移転計画が森町図書館最大のテーマです。町の公式 HP に 2025 年 4 月

更新で「2024 年森町複合施設整備基本構想」の詳細を閲覧できます。 

町民からの意見、役場含めた図書館の移転候補先など大変細かく書かれています。公共施

設はまとまっていた方がよい。役場と教育施設をまとめてほしい。放課後立ち寄りたい。災

害に強い立地。高齢者や障害者が利用しやすい作り。森町と砂原の歴史を知れる郷土資料館

の充実。図書館にゆっくり腰掛けて本を読める。勉強や休憩できるスペースの確保。砂原公

民館図書室との連携強化。Wi-Fi やワークスペースが欲しい。生涯学習や各種イベント、町

民作品の展示や貸会議室が必要など。これらの条件を道内ですでに実施している公民館図書

室もあれば、現在の森町図書館と同等の公共図書館もあります。 

 

候補地は絞られ中心市街地から少し遠いようですが、高台に位置している事、国道に近い

こと、消防署・小学校・保育所・給食センター等に隣接して、一帯が防災拠点となり得る候

補地が見えてきているようです。 
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